
氷
川
台
氷
川
神
社
 
令
和
の
大
造
営

奉
賛
趣
意
書

奉
納
十
万
円
以
上
の
方
は
右
記
に
加
え
芳
名
板
に
ご
芳
名
を
刻
み
、

竣
工
後
の
新
参
集
殿
に
掲
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

奉
納
一
万
円
以
上
の
方
は
境
内
に
て
竣
工
後
二
年
間
ご
芳
名
を
掲
示

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆ ◆

奉
賛
呼
び
か
け
人

／ 

内
田 

宜
孝

／ 

南
雲 

隆
洋

／ 

伊
藤 

弥
五
郎

／ 

下
島 

弘 

／ 

浅
見 

秀
司

／ 

篠
　 

貞
夫

／ 

相
澤 

昭
一

／ 

窪
寺 

孝

／ 

悴
田 

茂
雄

／ 

関
口 

晃

／ 

内
田 

隆
行

／ 

廣
上 

菊
次
郎

／ 

丹
羽 

幸
男

／ 

柄
本 

廣
央

／ 

飯
泉 

輝
夫

宮

司

総
代
会
長

副

会

長

副

会

長

総

代

総

代

総

代

総

代

総

代

総

代

総

代

総

代

総

代

総

代

総

代

／ 

中
村 

邦
男

／ 

大
木 

利
明

／ 

井
上 

一
義

／ 

篠
　 

昌
美

／ 

風
祭 

義
明

／ 

豊
島 

力

／ 

風
祭 

喜
久
夫

／ 

篠
　 

稔

／ 

風
祭 

孔
宜

／ 

風
祭 

喜
隆

／ 

篠
　 

義
英

／ 

風
祭 

長
治

／ 

風
祭 

憲
治

／ 

風
祭 

勝
次

総

代

総

代

総

代

建
設
委
員

宮

宿

宮

宿

宮

宿

宮

宿

宮

宿

宮

宿

宮

宿

宮

宿

宮

宿

宮

宿

一
口
一
万
円
よ
り
何
口
で
も
承
り
ま
す
。

◆

お
申
し
込
み
の
際
は
添
付
の
「
ご
奉
賛
申
込
書
」
に
ご
記
入

の
上
、
神
社
社
務
所
へ
ご
持
参
い
た
だ
く
か
、
奉
賛
呼
び
か

け
人
へ
お
渡
し
い
た
だ
く
か
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

に
て
お
申
し
込
み
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆

奉
賛
金
の
お
納
め
は
神
社
社
務
所
へ
の
ご
持
参
ま
た
は
奉

賛
呼
び
か
け
人
へ
の
お
渡
し
、
金
融
機
関
へ
の
お
振
込
、

現
金
書
留
の
い
ず
れ
か
に
て
承
り
ま
す
。

◆

＜

お
振
込
先＞

● 

城
北
信
用
金
庫
　
平
和
台
支
店
（
０
３
９
）

　 

普
通 

０
０
３
８
３
７
７
　

    ＜

口
座
名＞

 

宗
教
法
人
　
氷
川
神
社

● 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
　
〇
一
九
（
ゼ
ロ
イ
チ
キ
ユ
ウ
）
店

　 

当
座
　
０
５
８
９
０
０
５

　 ＜

口
座
名＞

 

氷
川
神
社

ご
奉
賛
金
の
お
申
し
込
み
に
つ
い
て



氷
川
台
氷
川
神
社
 
令
和
の
大
造
営
事
業

ご
奉
賛
の
お
願
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
神
社
の
創
建
は
今
を
遡
る
こ
と
５
６
７
年
前
の
室

町
時
代
、
当
初
は
石
神
井
川
沿
い
に
鎮
座
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
創
建
の
２
０

年
後
に
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
り
現
在
の
地
に
移
転
・

再
建
さ
れ
、
再
建
後
は
現
在
ま
で
２
７
６
年
の
長
き
に
渡
り
「
練
馬
の
大
氷
川
」
と

し
て
地
域
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
て
参
り
ま
し
た
。

【 

氷
川
神
社
の
歩
み 

】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、
初
宮
参
り
や
七
五
三
で
は
お
子
様
の
健
や
か

な
成
長
へ
の
ご
祈
願
と
共
に
ご
家
族
、
ご
親
族
の
絆
を
深
め
る
大
切
な
場
所
と
し
て
多

く
の
お
参
り
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
老
若
男
女
様
々
な
方
の
厄
祓
い
や
心
願
成

就
な
ど
の
ご
祈
祷
の
際
に
は
、
皆
様
の
身
近
に
あ
る
神
社
と
し
て
親
し
く
お
参
り
を

頂
い
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
春
と
秋
の
例
大
祭
に
は
溢
れ
ん
ば
か
り
の
参
拝
者
の

方
々
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
の
に
ぎ
わ
い
を
地
域
の
皆
様
と
共
に
未

来
へ
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
心
か
ら
強
く
願
っ
て
お
り
ま
す
。

【 

今
の
氷
川
神
社 

】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
日
本
大
震
災
を
経
て
、
社
殿
、
社
務
所
、
神
楽
殿

な
ど
の
損
傷
や
老
朽
化
に
お
け
る
危
険
性
を
最
も
気
に
か
け
て
い
た
の
は
帰
幽
し
た

父
、
先
代
宮
司
で
し
た
。
そ
の
後
、
総
代
会
及
び
建
設
委
員
会
で
の
協
議
を
経
て
、

境
内
の
整
備
並
び
に
建
物
の
建
て
替
え
事
業
を
策
定
し
、
実
施
す
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
宮
司
と
し
て
こ
の
大
造
営
事
業
を
成
し
遂
げ
る
に
は
力
不
足
で
は
と
い
う
思

い
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
先
代
宮
司
の
崇
敬
者
の
方
々
へ
の
思
い
と
共
に
進
ん
で
参

り
た
い
と
決
意
を
致
し
ま
し
た
。

【 

将
来
へ
向
け
て 

】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
完
遂
ま
で
は
相
当
の
困
難
を
要
す
る
も
の

と
覚
悟
し
て
お
り
ま
す
が
、
氷
川
神
社
の
須
佐
之
男
命
様
の
ご
神
威
を
信
じ
、

崇
敬
者
各
位
の
お
力
添
え
を
頼
り
に
氷
川
神
社
の
未
来
、
地
域
の
未
来
を
切

り
開
く
こ
と
に
尽
く
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
創
建
よ
り
現
在
ま
で

５
０
０
年
以
上
も
の
間
こ
の
地
に
鎮
ま
る
氷
川
神
社
で
す
が
、
そ
れ
は
た
だ

の
幸
運
で
は
な
く
、
そ
の
時
々
の
崇
敬
者
の
方
々
の
思
い
に
支
え
ら
れ
て
き

た
も
の
と
銘
肝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
計
画
に
あ
た
っ
て
は
崇
敬
者
の
皆
様

の
ご
助
力
無
く
し
て
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
後
世
に
残
る
大
事
業
と
し
て
何

卒
こ
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
多
く
の
皆
様
に
心
か
ら
な
る
ご
奉
賛
を

賜
り
ま
す
よ
う
謹
ん
で
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【 

ご
協
力
の
お
願
い 

】 

氷
川
神
社
宮
司
　
内
田 

宜
孝

令
和
六
年
九
月

社
務
所
・
参
集
殿

御
社
殿

＜

計
画
姿
図＞

「
氷
川
台
氷
川
神
社 

令
和
の
大
造
営
事
業
」
概
要

記

一
、
御
社
殿
／
社
務
所
・
参
集
殿
の
新
築

一
、
末
社
の
整
備
及
び
御
遷
座

一
、
神
楽
殿
の
整
備

一
、
手
水
舎
及
び
灯
籠
・
狛
犬
・
石
碑
・
力
石
等
の
移
設

一
、
鳥
居
新
築

一
、
参
道
・
境
内
・
神
輿
庫
周
辺
の
整
備
及
び
一
部
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

一
、
植
栽
並
び
に
神
社
の
杜
整
備

※

計
画
内
容
・
予
算
・
工
期
に
つ
い
て
は
見
込
み
予
定
で
あ
り
ま
す
の
で
、
募
財

　
状
況
　
及
び
諸
事
情
に
よ
っ
て
は
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

・
総
工
費
見
込
予
算
額 

６
億
７
千
万
円

・
神
社
支
度
金 

４
億
７
千
万
円

・
募
財
目
標
額 

２
億
円

・
予
定
工
期 

令
和
 
年
６
月
竣
工
予
定

１０

※

計
画
中
の
図
面
に
付
き
今
後
変
更
と
な
る
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す

神楽殿

手
水
舎

御
末
社

南館

道路

公園

御
社
殿 社

務
所

参
集
殿



１
．
神
社
社
務
所
へ
の
ご
持
参
　 

２
．
奉
賛
呼
び
か
け
人
へ
の
お
渡
し
　

３
．
郵
送
　 

４
．
F
A
X

申
込
書
の
承
り
方
法

当
事
業
の
趣
旨
に
ご
賛
同
を
賜
り
ま
し
た
ら
、

お
手
数
で
す
が
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

左
記
い
ず
れ
か
の
方
法
に
て
お
申
し
込
み

の
後
、
奉
賛
金
の
お
納
め
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

ご
奉
賛
申
込
書

氷
川
台
氷
川
神
社
 
令
和
の
大
造
営

※

ご
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た
内
容
は
当
事
業
の
ご
案
内
以
外
に
は
利
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

そ
の
他
、
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
記
入
く
だ
さ
い

□ 

指
定
な
し
　  

□ 

奉
賛
金
と
し
て
　  

□ 

そ
の
他
／
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
記
入
く
だ
さ
い

そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
）

□ 

神
社
社
務
所
へ
持
参
　 

□ 

奉
賛
呼
び
か
け
人
へ
手
渡
し
　 

□ 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
へ
振
込

□ 

城
北
信
用
金
庫
へ
振
込
　 

□ 

現
金
書
留

一
口
一
万
円
よ
り
何
口
で
も
承
り
ま
す

連
絡
欄

お
支
払
い

方
法

領
収
書

但
し
書
き

ご
奉
賛
金
　
　
　
　
　              

円
也

□ 

一
括
払
い
　

□ 

分
割
払
い
（
３
回
ま
で
）

納
入
日
も
し
く
は
納
入
予
定
日

令
和
　    

年
　    

月
　    

日

〒

ご
芳
名

お
申
込
内
容

ご
住
所

フ
リ
ガ
ナ

※

会
社
名
・
団
体
の
場
合
は
法
人
名
を
ご
記
入
く
だ
さ
い

※

匿
名
で
の
ご
奉
賛
希
望
の
方
は
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い

□ 

匿
名
で
の
奉
賛
を
希
望

電
話
番
号
（
　
　
　
　
　  

）
ー
（
　
　
　
　  

　
ー
　
　
　     

　
）

裏
面
に
【 

ご
奉
賛
金
の
お
納
め
方
法 

】

の
ご
案
内
が
ご
ざ
い
ま
す
。



１
．
神
社
社
務
所
へ
の
ご
持
参

４
．
現
金
書
留
（
申
込
書
を
ご
同
封
く
だ
さ
い
）

● 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
　
〇
一
九
（
ゼ
ロ
イ
チ
キ
ユ
ウ
）
店

　 

当
座
　
０
５
８
９
０
０
５
　 ＜

口
座
名＞

 

氷
川
神
社

● 

城
北
信
用
金
庫
　
平
和
台
支
店
（
０
３
９
）
普
通 

０
０
３
８
３
７
７
　

    ＜

口
座
名＞

 

宗
教
法
人
　
氷
川
神
社

３
．
銀
行
振
込

「
申
込
書
」
と
「
ご
奉
賛
金
」
を
奉
賛
呼
び
か
け
人
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

２
．
奉
賛
呼
び
か
け
人
へ
の
お
渡
し

「
申
込
書
」
と
「
ご
奉
賛
金
」
を
社
務
所
へ
直
接
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【 

ご
奉
賛
金
の
お
納
め
方
法 

】

※

分
割
納
付
を
ご
希
望
の
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
ご
奉
賛
に
関
し
て
ご
不
明
な
点
は
社
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

奉
納
一
万
円
以
上
の
方
は
境
内
に
て
竣
工

後
二
年
間
ご
芳
名
を
掲
示
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

奉
納
十
万
円
以
上
の
方
は
右
記
に
加
え
芳

名
板
に
ご
芳
名
を
刻
み
、
竣
工
後
の
新
参

集
殿
に
掲
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆ ◆

＜

お
問
い
合
わ
せ
先＞

● 

受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※

神
事
・
行
事
の
最
中
で
す
と
お
電
話
に
出
ら
れ
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
が
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

◉ 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
へ
の
お
振
込
み
に
は
添
付
の
専
用
振
替
用
紙
を
ご
利
用

     

頂
く
と
手
数
料
の
ご
負
担
が
な
く
大
変
便
利
で
す
。


